
目的
UPLC®/HDMSEワークフローを用いた、複雑な
生体サンプル中の様々な脂質クラスの同定の
自動化

はじめに
脂質は構成要素やエネルギーの貯蔵庫等細
胞膜で様々な生物学的機能を有します。
最近の研究では脂質はシグナル伝達分子とし
ての役割や、バイオマーカー、様々な病気の
診断検査への適用の可能性が報告されてい
ます。質量分析計を用いた脂質のプロファイ
リング分析手法はサンプル導入法から検出法
まで様々な手法が取り入れられています。
ダイレクトインフュージョン法や順相クロマ
トグラフィー法は簡便性、適用性の点から
歴史的に幅広く用いられてきました。また
同様の観点より質量分析計は整数質量装置
が用いられてきました。しかし、脂質の分析は、
複雑な生体サンプルを扱うため、生体試料中
に存在する高濃度の脂質によるイオン化抑制
や低濃度の脂質、類似成分の分離と定量が
課題となっていました。
このテクノロジーブリーフでは、逆相 UPLCと
精密質量 MS検出器を用いたこれまでの課題
に対して SYNAPT® G2/SYNAPT G2-S システムを
用いたシンプルで、総合的な UPLC/TOF HDMSE

ワークフローソリューションの脂質分析への
適用例をご紹介します。今回はウシの肝臓中
の全脂質のプロファイリング分析例をご紹介
します。

UPLC 分離テクノロジー、イオンモビリティと脂質に
特化したデータ解析の統合は、脂質プロファイリング
において新たな発見をもたらします。

図 1　脂質分析におけるウォーターズ
のバイオマーカ－ワークフロー

脂質バイオマーカープロファイリング
におけるイオンモビリティ技術の適用
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ソリューション
サンプルは、ウシ肝臓からの抽出液（5 mg/mL Chloroform/
methanol=2/1）を isopropanol/acetonitrile/water=50/25/25
で希釈し 0.1 mg/mLに調製したサンプルを用いました。
簡便で頑健なメソッドを用いて非常に複雑なマト
リックスに含まれる脂質の高精度のデータ抽出が
可能かを確認しました。SYNAPT G2システムの UPLC/
HDMSE手法で一回の測定において、定量及び定性デー
タの取得を行いました。UPLCメソッドは、ACQUITY 
UPLC HSS T3カラムを用い、分析時間は15分でした。
図 2にイオンモビリティ分離（IMS）も含めた分析結果
を示しました。イオンモビリティという新しい分離の
次元で類似成分がサイズや形状により分離している
ことが分かります。
HDMSE取り込み手法は、パラレルに低コリジョン電圧
と高コリジョン電圧でデータ取得を実行し、サンプ
ル中の検出される全ての成分に対してプレカーサイ
オンとフラグメントイオン情報を得る事ができます。
また HDMSEのデータは Apex 4Dピークピッキングア
ルゴリズムを用いて低コリジョン電圧（プレカーサイ
オン）m/zと高コリジョン電圧（フラグメントイオン）
m/zを保持時間、ドリフト時間を元に紐付けを行い
ます。また MSE Data Viewerソフトウェアを用いて解析
結果を視覚的に確認することが可能です。さらに
22,000以上の脂質データベースをもつ脂質専用デー
タベース SimLipidに直接リンクし、簡便に取得データ
情報をエクスポートすることができます（図 3）。
SimLipidを図1に示すように脂質のプロファイリングの
ワークフローに組み入れることにより、自動で HDMSE

データのプレカーサイオンとフラグメントイオン情報
を用い、サンプル中に含有する脂質を自動検索する
ことができます。データベース検索結果は in-silicoで
のフラグメントイオンと実際に観測されたフラグメン
トイオンから計算されるマッチ度を元にスコア計算
されます。この結果は csv、xls、HTMLファイル等様々
な形式でエクスポートすることができます。

まとめ
ワークフローに則った分析を行うことで、脂質分析の分離、同定、特性の評
価を簡便に行うことができました。また、この分析結果から未知の脂質同定
スピードの効率化を図ることも可能です。
逆相クロマトグラフィー、MSE、IMS分離 （HDMSE）を組み合わせる事により、
類似 /異性体成分の多い複雑な脂質分析のさらに詳細な同定が可能となります。
UPLC/HDMSEソリューションは複雑な脂質プロファイリング分析において、
簡便で頑健、再現性の高いデータをご提供することができます。

図 2　イオンモビリティの新しい分離次元によってサンプル中のピークキャパシティー
がさらに向上しました

図 3　プレカーサイオンとフラグメントイオンの精密質量情報を用いた脂質の同定結果
(SimLipid)。データは MSE Data Viewerからエクスポートすることができます。


